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鎮守の杜を大切にしま

しょう。 
１日、15 日は神社にお

参りしましょう。 
発行元 

鹿 島 神 社 
加美町字赤塚 8 番の 14 
電話 0229－63－6009 
FAX0229－64－1690 
記事に対するご意見ご

質問等がございました

らお気軽に上記までご

連絡下さい。 

令和４年４月２９日消防団虎舞奉納 

  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
火
伏
の
虎
舞

が
三
年
続
け
て
中
止
に
な
り
、
第
一
分
団
第
二

部
の
消
防
団
員
が
、
感
染
症
早
期
終
息
を
祈
願

す
る
た
め
、
昨
年
四
月
二
十
九
日
、
鹿
島
神
社

境
内
に
於
い
て
虎
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

神
社
近
所
の
人
達
が
数
人
集
ま
り
火
伏
の
お

札
を
頂
戴
し
、
令
和
五
年
は
感
染
症
が
終
息
し

お
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
と
祈
願
し
た
。

本
年
は
開
催
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。 

  

 

 

火伏の虎舞の新しいお札が消防団よ

り配布されたので、頂戴し火災同様

コロナの早期終息をお願いした。 

社務所前の整備事業 

社
務
所
前
に
鎮
座
し
て
い
る
お
地
蔵
様
の
後

ろ
の
銀
杏
の
木
が
だ
い
ぶ
成
長
し
、
根
も
太
く

な
っ
て
地
面
が
持
ち
上
が
り
、
お
地
蔵
様
と
お

社
が
傾
い
て
き
た
の
で
伐
採
処
分
し
ま
し
た
。 

右
の
写
真
二
枚
は
、
社
務
所
前
が
砕
石
を
敷

い
た
ま
ま
で
は
歩
き
ず
ら
く
、
ま
た
草
取
り
も

毎
年
大
変
な
の
で
舗
装
工
事
を
し
、
前
か
ら
あ

る
水
銀
灯
の
外
灯
も
だ
い
ぶ
年
数
が
経
過
し
て

錆
て
危
険
と
思
わ
れ
た
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

に
交
換
し
、
支
柱
も
赤
く
塗
り
直
し
ま
し
た
。  

御
朱
印 
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社務報告令和４年４月～令和５年３月 
４月 卯月（うづき） 

3 月 31 日 会計監査会 並 役員会 

７日 春季総代会 

２９日 消防団 第１分団第２部 虎舞奉納 

５月 皐月（さつき） 
１０日 春季例大祭 総代代表のみ 

１５日 竹駒神社 山谷えり子国政報告会 

    敬神婦人会６名参加 

６月 水無月（みなづき） 
 ３日 第 62 回宮城県神社総代連合会大会 

    並 宮城県神社関係者大会電力ホール 

２４日 加美郡支部総会 

２８日 敬神婦人会 会計監査 三役会 

７月 文月（ふづき） 
１日 宮城県敬神婦人連合会正副会長監事会 

１５日 エポカ 21 神職神社関係者研修会 

１８日～２３日 社務所前舗装工事 

２７日 宮城県敬神婦人連合会役員会 

８月 葉月（はづき） 
１０日 敬神婦人会夏祭り 

１９日 神社庁祭式研修会 鹿島神社社務所 

３０日～５日 どんと祭コンクリート工事 

９月 長月（ながつき） 
１５日 秋季役員会 

２２日 小野田文化財友の会 要石研修 

２２日 秋季総代会 

２６日 コピ－機交換 

１０月 神無月（かんなづき） 
１０日 秋季例大祭 総代代表のみ 

１０月～１１月 七五三参り 明神祭り 

３１日 加美郡支部大麻、暦、頒布始祭 

１１月 霜月（しもつき） 
２３日 新穀感謝祭 

２５日～２８日 神社外灯２本修復工事 

１２月 師走（しわす） 
    お正月様 頒布 

１月 睦月（むつき） 
 １日 歳旦祭  １４日 どんと祭 

２月 如月（きさらぎ） 
１１日 建国記念の日（紀元祭 奉祝式典） 

３月 弥生（やよい） 
監査 役員会 

 
 

 

 

敬
神
婦
人
会
設
立
七
十
年 

令
和
五
年
八
月
十
日
は
設
立
七
十
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
毎
年
役
員
の
み
で
縮
小
し
て

祭
典
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

令
和
五
年
は
記
念
行
事
を
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。 

 

どんと祭のコンクリ－ト土間を新設 

 

 

ど
ん
と
祭
の
準
備
が
初
詣
中
な
の
で
、
大
雪
に
な

っ
た
令
和
三
年
、
四
年
は
地
面
が
凍
っ
て
注
連
縄
を

張
る
た
め
の
杭
立
て
、
風
雪
除
け
の
杭
立
て
に
、
非

常
に
難
義
し
ま
し
た
。
ま
た
燃
や
す
処
の
地
面
が
雪

で
濡
れ
て
い
て
は
、
綺
麗
に
燃
え
な
い
、
灰
汁
の
処

理
が
綺
麗
で
な
い
等
の
事
を
考
え
、
杭
立
て
の
穴
を

常
設
し
土
間
を
設
け
ま
し
た 

 
ある神社のどんと祭で納められる物と納められない物が、新聞

に載りましたので引用します。正月飾りのビニール、せともの、

プラスチック、餠などは外して、納めてください。 


